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基本目標Ⅲ 地域における男女平等参画 
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 ＜注＞ 

   ・ 予算額の「－」は，事業としては 

    行うが，その事業のみでの予算額の 

    算定は困難なものを表す。 

   （例）公共施設建設の際の高齢者へ 

      の配慮など 

 



Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
１ コミュニティへの男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

8,193

8,943

日程及び内容
①10月13日（土） 10：00～12：00
開校式　事例発表
②10月27日（土） 10：00～11：30
認知症になっても安心して暮らし続け
られるまち　～成年後見制度の活用の
仕方～
③11月10日（土） 10：00～11：30
孤立させないまちづくり　～震災調査
員が見てきた地域コミュニティの姿～
会場　水戸市国際交流センター

評価　Ａ
  これまでは，講師のお話
を伺ったり，グループでま
ちづくりを考えるグループ
ワークだったが，今回は
「これまで学んだこと」か
ら，「学んだことを実践し
ている事例の発表」を行
い，より実践的な研修を実
施した。

204

160

―

―

担当課

市民生活課

評価　Ｂ
  地域活動推進事業補助金
の交付により，地域コミュ
ニティ活動の推進が図れ
た。

 地域リーダーとしての課題解
決力や企画力を養成し，人材の
育成と地域住民の活動への参加
促進を図ることにより，地域コ
ミュニティ活動の活性化と市民
主体のまちづくりを目指す。

  引き続き，内容を充実しながら
講座等を実施する。

・水戸市新コミュニティ推進計画
に基づき，各地域コミュニティプ
ラン作成ための研修会を開催。
・市民センターを拠点とした地域
コミュニティ活動の支援
・地域活動推進事業補助金の交付
32地区

平成24年度事業実績 平成25年度事業計画

  水戸市新コミュニティ推進計
画に基づき，各地域のコミュニ
ティ活動を支援する。

・水戸市新コミュニティ推進計画に基
づく各地区コミュニティプラン作成の
ための研修会の開催
・市民センターを拠点とした地域コ
ミュニティ活動の支援
・地域活動推進事業補助金の交付　32
地区

事業の概要 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

34 地域リーダー
の養成

No 具体的事業

33 コミュニティ
活動に対する
支援

講師
　　①双葉台地区　子育て支援活動　双葉台女性会
　　　上中妻地区　花壇の再生活動　金谷町花談倶楽部
　　　三の丸地区　地域福祉活動　　三の丸こだまの会
　　②東京第一弁護士会所属　安彦和子弁護士
　　③常磐大学コミュニティ振興学部　砂金祐年准教授
参加者　地区の次代を担うリーダー　83名

市民生活課

評価　Ｂ   情報誌「びよんど」を水戸市住
みよいまちづくり推進協議会を通
じ，地区会長等へ配布して啓発を
図る。
　また，ＰＲに努めながら，諸団
体からの出前講座要請に応えてい
く。

男女平等
参画課

35 地域における
男女平等参画
に関する啓発
活動の支援

　地域における男女平等参画社
会の実現を推進していくため，
地域コミュニティ組織への出前
講座等を通じて啓発を図る。

 情報誌「びよんど」を各地区会長等
へ配布し，情報の周知を図った。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
１ コミュニティへの男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

担当課平成24年度事業実績 平成25年度事業計画事業の概要 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業

―

―

―

―

―

―

―

―

35 地域における
男女平等参画
に関する啓発
活動の支援

  情報誌「びよんど」を水戸市
住みよいまちづくり推進協議会
を通じ，地区会長等へ配布して
啓発を図る。

 
  情報誌「びよんど」を各地区会長等
へ配布し，情報の周知を図った。

評価　Ｂ
  地域における男女平等参
画に関する啓発活動が図ら
れた。

  情報誌「びよんど」を水戸市住
みよいまちづくり推進協議会を通
じ，地区会長等へ配布して啓発を
図る。

市民生活課

36 地域生活にお
ける男女平等
参画の推進

　特にこれまで地域生活への参
画の少なかった男性の地域生活
への積極的な参画を図るための
啓発事業を実施する。

　実績なし 評価　Ｃ 　啓発事業を実施する。

男女平等
参画課

37 防災（災害復
興を含む）に
おける男女平
等参画の促進

　防災に関する施策・方針決定
過程への女性の参画を進めるこ
とで，防災(災害復旧を含む)分
野における固定的な性別役割分
担意識を見直すとともに，男女
平等参画の視点を取入れた防災
体制の確立を図るため，関係各
課へ働きかけるとともに，啓発
事業を実施する。

・男女平等参画推進月間市民企画講座
「女性の視点で防災！講座」
　主催：みと男女平等参画を考える会
　期日：９月19日　参加人数：26名
・共催講座
「東日本大震災から２年，女性と防災
これからの展望」
　主催：水戸女性会議
　期日：３月２日　参加人数：47名

評価　Ｂ
  男女平等参画の視点を取
入れた防災地域づくりを学
習するため，関係団体と協
働により，先進のＮＰＯを
講師に招いた講座等を開催
した。

　男女平等参画の視点を取入れた
防災体制の確立を図るため，啓発
事業を実施する。

男女平等
参画課

38 環境保全分野
における男女
平等参画の推
進

　環境保全に関する女性の高い
関心，豊かな知識や経験がより
広く活かされるよう，政策・方
針決定過程への女性の参画を関
係各課へ働きかけるとともに，
啓発事業を実施するなど，環境
の分野において男女平等参画を
進める。

　実績なし 評価　Ｃ 　政策・方針決定過程への女性の
参画を関係各課へ働きかけるとと
もに，関係団体等と協働で啓発事
業を実施する。 男女平等

参画課
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
１ コミュニティへの男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

担当課平成24年度事業実績 平成25年度事業計画事業の概要 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業

※千波湖環境学
習会は地域振興
課補助金，環境
フェスタはごみ
対策課予算

280

(40)

―

　水戸市環境基本計画に基づ
き，本市の望ましい環境像とし
て掲げた「水と緑をはぐくみ豊
かな環境を未来へ引き継ぐまち
水戸」を実現するための施策を
実施するに当たり，各種取組へ
の参画を男女共に推進する。

○千波湖環境学習会
　水戸市協働事業提案制度を活用した
県環境管理協会との協働事業により，
千波湖の水質や魚，水鳥，また，その
周辺に生息する動植物や昆虫，遡上す
るサケなどをテーマとして，大人から
子どもまで誰でも参加できる体験型の
学習会を開催した。概ね月1回の開催
日は天候に恵まれ，男女共数多くの参
加者により事業を実施することができ
た。

○環境フェスタ
　水と緑を育み豊かで良好な環境を次
の世代に引き継ぐため，事業者・環境
保全団体・消費者団体及び行政が一体
となり地球環境を考え，市民等に環境
保全に対する意識の高揚を図るイベン
トを実施した。

評価　Ｂ
　環境学習会は平成22年度
から継続して実施してい
る。
　環境フェスタは，隔年開
催で平成24年度に実施し
た。

○千波湖環境学習会
　３年が経過し，水戸市協働事業
提案制度の枠からは外れたが，引
き続き環境課との協働事業として
実施していくことから，前年度の
反省点を改善し，更なる市民への
浸透と，より多くの参加を目指し
て環境学習会を実施する。

環境課

　関係団体等と協働で啓発事業を
実施する。

男女平等
参画課

39 地域おこし,ま
ちづくり,観光
における男女
平等参画の促
進

　男女平等参画の視点を取入
れ，多様な団体との連携・協働
により，地域の抱える課題が解
決できるよう，関係各課へ働き
かけるとともに，啓発事業を実
施する。

38 環境保全分野
における男女
平等参画の推
進

評価　Ｂ
　「水戸女性フォーラム」
の主催で男女平等参画の視
点でのまちづくり等を学習
する講座を共催した。

共催事業
「みと考聞塾2012（全４回講座）」
期日：５月26日・７月６日・９月15
日・10月20日
延べ参加人数：146名
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
１ コミュニティへの男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

担当課平成24年度事業実績 平成25年度事業計画事業の概要 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業

観光産業振興会議の開催
（各部会開催）
○ 交通・宿泊部会
　日時：２月７日　参加者：16人
　テーマ：観光案内ルートの設定につ
いて
○ ホスピタリティー部会
　日時：２月12日　参加者：14人
　テーマ：優良タクシー乗務員認定事
業の活用及び他業種に拡張した事業の
展開について
○ 物産・飲食部会

評価　Ｂ
　会議等を開催し，幅広く
意見交換を行った。本市の
観光振興のための取組み等
について検討を重ねた。
　本市観光の現状の把握や
情報交換については，一定
の成果が認められている
が，以前として不十分な状
況といえるので，引き続き
事業を継続する。

88

―

―

―

40 観光分野にお
ける男女平等
参画の促進

女性グループ等の観光産業振興
会議への積極的な参加を促し，
女性の視点に立った施策の検討
や情報交換を行う。

　本市観光の発展のため，引き続
きテーマ（検討内容）を検討しな
がら会議を開催する。

観光課

市民生活課

41 地域のおける
多様な主体に
よる連携・協
働

　地域住民が，地域づくりの主
役としてより豊かで活力ある地
域づくりに向け，男女平等参画
の視点を持ちながら，課題解決
型の実践的な活動を中心とした
取り組みを展開するため，様々
な分野における多様な主体の
ネットワーク化による連携・協
働を進める。

　市民センターを拠点とした地域コ
ミュニティ活動の支援及び市民と行政
との協働によるコミュニティ活動の推
進が図られた。

　日時：２月19日　参加者：15人
　テーマ：「梅」や「納豆」を活用した新たな観光土産品及び新
グルメの開発について
○ 広報・宣伝部会
　日時：２月19日　参加者：19人
　テーマ：水戸ならではの特色・味わいを伝える観光ＰＲについ
て
○ 観光資源活用・創出部会
　日時：２月21日　参加者：19人
　テーマ：観光振興に向けた空き店舗の有効活用について，観光
資源を活用した「泊まらせる手法」について

　総務部会において意見調整を行い，３月28日に行われた総会に
おいて各専門部会についての報告を行った。

評価　Ｂ
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
２ ボランティア・ＮＰＯへの男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

・市内を拠点に活動しているボラン
ティア団体に対して活動の場を無料で
提供。
・ボランティア会館内に設置したボラ

評価　Ｂ
　例年通りの事業の実施 30,200

30,000

(40)

―

主なボランティア養成講座
　夏休み学生福祉ボランティア講座
　・視覚障害について（点字、アイマ
スク白杖体験）

評価　Ｂ
　例年通りの事業の実施 ―

―

　ボランティア活動における運
営や課題解決のため，男女平等
参画の考え方を活かしつつ，取
り組めるよう啓発を進める。

担当課

男女平等
参画課

　平成24年度と同様に実施

評価　Ａ
　水戸女性フォーラムとの
共催により，講座を開催し
た。

　
　多様な団体等との連携や協働に
よる実践的な取組の機会を探って
いく。

事業の概要

福祉総務課

　赤塚駅北口再開発ビル２階に
水戸市福祉ボランティア会館を
設置し，福祉ボランティアの活
動の場を提供するとともに，そ
の活動を支援する。

・ボランティアセンターだよりの
発行（年４回）
・ボランティア活動関係のホーム
ページの開設
・夏休み学生福祉ボランティア体
験講座
・福祉体験サポーター育成講座
・癒しの空間ボランティア育成講
座（新規）
・こどもたちのボランティア活動
推進講座（新規）
・パソコンボランティア相談コー
ナー
・ボランティア活動パネル展示
・地域福祉ボランティアミニ体験
講座
・手話、点字、要約筆記体験教室
・福祉体験フリー体験コーナー

基本目標
主要課題
主要施策

43 ボランティア
活動について
の啓発

No 具体的事業

42 ボランティア
活動の拠点の
充実

平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画

共催事業
「みと考聞塾2012　セカンドステージ
の男女平等参画」
　期日：９月15日　参加人数：47名

ンティアセンターにボランティアコー
ディネーターを配置し，ボランティア活動をしたい人（団体）と
ボランティアを依頼したい人（団体）をコーディネート
・ボランティア活動をしたい人（団体）を登録することにより，
弾力的なボランティアの依頼に対応。

福祉総務課

　・聴覚障害について（手話体験）
　・福祉施設体験（高齢者ディサービスセンター）
　・防災体験（震災時の対応について）
　福祉体験サポーター育成講座
　・車イス、アイマスク白杖、高齢者疑似体験
　災害支援ボランティアリーダー育成講座
　・災害支援ボランティアセンター運営実習
　地域福祉ボランティアミニ体験講座
　・社協支部と共催　寿、千波、堀原、飯富支部で開催
　出前講座
　　体験　車イス,点字,手話,白杖,アイマスク,高齢者疑似体験
　　講話　ボランティアセンター概要,収集と募金ボランティア活
動,バルーンアート・ミュージックベル体験指導
　福祉体験教室の開催（手話，点字体験）
ボランティアセンターだよりの発行（年４回）
ボランティア活動関係のホームページ開設

　地域の実態に応じ，地域住民
との心のふれ合いを大切にした
交流や学校の特色を生かしたボ
ランティア活動に男女の別なく
積極的に参加することにより，
児童生徒に活動の大切さと男女
平等参画の意識の啓発を図る。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
２ ボランティア・ＮＰＯへの男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

担当課事業の概要

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画

―

―

4,646

6,770

(21)

(28)

総合教育
研究所

44 ボランティ
ア・ＮＰＯ活
動の促進

　地域の実態に応じ，地域住民
との心のふれ合いを大切にした
交流や，学校の特色を生かした
ボランティア活動に男女の別な
く積極的に参加することによ
り，児童生徒に活動の大切さと
男女平等参画の意識の啓発を図
る。

　各学校で，地域の実態に応じ，地域
住民との交流活動やボランティア体験
活動を実施した。
〈主な活動〉
地域の清潔なまちづくり運動
各種行事への地域住民の招待など

評価　Ｂ
　様々な交流活動や体験活
動を通して，男女が互いに
協力し合い，活動すること
の大切さについて意識が高
まってきている。

〈主な活動〉
　地域の清潔なまちづくり運動
　各種行事への地域住民の招待な
ど

　男女平等参画の視点を取入れ
たまちづくり，環境保全，観光
等に取組んでいるボランティア
団体，ＮＰＯ等に男女平等参画
社会づくり功労賞（団体部門）
を贈り，表彰する。また，情報
誌等で広く紹介していく。

　ＮＰＯ法人子育て応援・ペンギンく
らぶを表彰した。
　ヒューマンライフシンポジウム2012
において表彰を行い，情報誌「びよん
ど」第33号及び広報みとに紹介の記事
を掲載した。

評価　Ｂ
　今後とも男女平等参画推
進に貢献した団体等に対し
表彰を行っていく。

　引き続き，ボランティア団体，
ＮＰＯ等の表彰を行い，情報誌
「びよんど」及び広報みとに活動
内容等の紹介を行う。 男女平等

参画課

協働事業提案制度の実施
・協働推進委員会による提案公募の選
定
・提案に基づく事業の実施

協働推進基本計画に基づく施策の推進
・職員向け研修の実施
・市民活動情報発信Ｗｅｂサイトの活
用
・ＮＰＯ情報コーナーの活用
・市民活動交流フェア「こみっとフェ
スティバル」の実施

評価　Ａ
・市民，市民活動団体及び
市が情報発信する場とし
て，市民活動情報発信Ｗｅ
ｂサイト「こみっと広場」
の開設，三の丸臨時庁舎内
のＮＰＯ情報コーナーの設
置，市民活動交流フェア
「こみっとフェスティバ
ル」の実施，情報の共有や
相互交流を促進した。
・協働事業提案制度におい
て，平成24年度には，８件
の協働事業を実施した。

協働事業提案制度の実施
・協働推進委員会による提案公募
の選定
・提案に基づく事業の実施

協働推進基本計画に基づく施策の
推進
・市民活動情報発信Ｗｅｂサイト
「こみっと広場」の活用
・ＮＰＯ情報コーナーの活用
・職員向け研修の実施
・市民活動交流フェア「こみっと
フェスティバル」の実施

地域振興課

43 ボランティア
活動について
の啓発

　ボランティア団体・ＮＰＯ等
の市民活動団体による公益活動
の展開を促進するとともに，企
画提案型協働事業を実施し，市
政に参加・参画がしやすい環境
づくりに努めながら，市民との
協働による行政運営を推進す
る。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
２ ボランティア・ＮＰＯへの男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

担当課事業の概要

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画

―

―

評価　Ｂ
　例年通りの事業の実施

第12回ボランティアまつりinミオ
スの開催
日時：10月20日（予定）
場所：水戸市福祉ボランティア会
館

44 ボランティ
ア・ＮＰＯ活
動の促進

　
　水戸市社会福祉協議会に登録
しているボランティアサークル
を中心とした水戸市ボランティ
ア連絡協議会が，活動への関心
を高めるとともに，ボランティ
アサークル間のネットワークの
強化を図るため，毎年ボラン
ティアまつりを開催する。

第11回ボランティアまつりinミオスの
開催
日時：10月14日
場所：水戸市福祉ボランティア会館
・ワークショップラリー
・手話，点字，車椅子，朗読などのボ
ランティア体験やパッククッキング
・ボランティアサークル活動紹介パネ
ル展示　など

福祉総務課
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
３ 消費者活動への男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

200

400

17,666

17,762

153

153

担当課

市民生活課

45 消費生活につ
いての情報提
供と啓発

  講演会，ミニ講座の開催や出
前講座での講師派遣，ホーム
ページの運営や各媒体への情報
提供を通し，啓発活動を実施す
る。

  講演会，ミニ講座，出前講座，ホー
ムページの運営，「いきいき出前講
座」などを通して市民に対し，情報提
供など啓発を行った。
　また，消費者行政活性化基金事業補
助金を活用し，講演会を開催した。

評価　Ｂ

No 具体的事業 事業の概要

基本目標
主要課題
主要施策

46 消費生活に関
する相談の充
実

　引き続き，消費者行政のうち相
談と啓発部門を消費者問題の専門
家などで構成される民間団体へ委
託し，相談業務の強化を図る。

　引き続き，講演会，ミニ講座，
出前講座，ホームページの運営，
「いきいき出前講座」などを通し
て市民に対し，情報提供を通して
啓発を行うとともに，消費者行政
活性化基金事業費補助金を活用
し，消費者啓発に努める。

平成24年度事業実績 平成25年度事業計画

  専門相談員による専門的かつ複雑化
する相談を受け付けている。
　相談時間：
　　月曜～土曜日
　　午前９時から午後５時

事業の進捗状況

市民生活課

47 消費生活の指
導者や消費者
団体等の育成
支援

　消費者団体の支援を通して，
消費生活の意識の高揚，知識の
向上を図り，リーダー及び団体
づくりを推進する。

・消費者団体の移動教室
・消費者団体事業補助金の交付

評価　Ｂ
　消費者団体の支援を通し
て，消費生活の意識の高
揚，知識の向上を図った。

・消費者団体（５団体）の移動教
室
・消費者団体事業補助金（５団
体）の交付

市民生活課

  消費者契約などのさまざまな
トラブルについて専門相談員が
助言や情報提供をし，その解決
に向けて支援する。

評価　Ｂ
　消費者契約などのさまざ
まなトラブルについて，専
門相談員が助言や情報提供
をし，その解決に向けて支
援した。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
４ スポーツ・レクリエーション活動への男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

―

―

―

―

853

1,115

542

614

担当課

評価　Ｂ
　
　公立小中学校の体育館の夜間開
放事業を受付，管理。

スポーツ課

51 学校体育施設
の夜間開放事
業の推進

　広く市民の体力つくりとス
ポーツ，レクリエーションの普
及，奨励を目的とし，学校施設
を夜間開放する。
・開放施設44校
（小学校28校，中学校16校）

　主に公立小中学校の体育館の夜間開
放事業を受付，管理等。
　それぞれの学校の運営委員長の意見
を取り入れる。
　提出書類，開放時間についての会
議。

事業の概要

スポーツ課

50 身近にできる
スポーツの普
及促進

　
　市民のスポーツ活動の育成指
導を積極的に推進し，水戸市社
会体育の振興に寄与するため，
スポーツ指導員の育成に努め
る。

41種目186人　（スポーツ指導員本部
登録人数）

水戸市社会体育指導者研修会兼水戸市
スポーツ指導員研修会参加
参加者45人（2月24日開催）

評価　Ｂ 　市内各地区自治住民の会，市内
各競技種目団体等に指導員を派遣
　水戸市社会体育指導者研修会兼
水戸市スポーツ指導委員研修会参 スポーツ課

　スポーツ活動を通し，心身と
もに健康な体力づくりを目的と
したスポーツ教室を開催し，基
本技術の習得と体力の向上を図
る。
　幼児から高齢者までを対象と
した教室を開催し，スポーツの
楽しさを味わいながら，健康の
増進を図る。

基本目標
主要課題
主要施策

49 健康つくり・
種目別・水泳
教室の開催

No 具体的事業

スポーツ課

48 女性の指導者
の育成

　住民の求めに応じて，スポー
ツの実技指導を行うほか，ス
ポーツの行事または事業に関し
協力するとともに，必要に応じ
スポーツの振興のための指導及
び助言を行う女性のスポーツ推
進委員の育成を図る。

　水戸地区スポーツ推進委員協議会女
性研修交流会
　茨城県スポーツ推進委員協議会女性
スポーツ推進委員研修会

評価　Ｂ
　市内各地区のスポーツ事
業に協力するとともに，知
識，技術力を高めるために
各種研修会に参加してお
り，前年同様の開催回数
だったことから現状維持と
考えられる。

　水戸地区スポーツ推進委員協議
会女性研修交流会
　茨城県スポーツ推進委員協議会
女性スポーツ推進委員研修会

平成24年度事業実績 事業の進捗状況

評価　Ａ
　震災の影響で，いまだ使
用できない施設もあるが，
屋内プールの使用が可能に
なり，開催教室数が増加し
た。

11種目36教室　のスポーツ教室
11種目41教室　の健康つくり教室
12種目33教室　の水泳教室

11種目32教室　のスポーツ教室
11種目45教室　の健康つくり教室
11種目31教室　の水泳教室

平成25年度事業計画
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Ⅲ 地域における男女平等参画
１ 地域活動等への参画
４ スポーツ・レクリエーション活動への男女平等参画

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

担当課事業の概要

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画

1,600

1,600

2,725

4,062

52 スポーツ少年
団活動の支援

　スポーツを通じて青少年の心
身の鍛錬を図るとともに，ス
ポーツ少年団の普及と育成及び
活動の活発化を図る。

　　25種目96単位団

　認定員・スポーツリーダー養成講習
会においての支援。
　各種目別スポーツ大会の開催。

評価　Ｂ

スポーツ課

評価　Ｂ ・各団体の自主活動を促進し，障
害者の福祉向上に資するため助成
を行う。
・水戸地区身体障害者スポーツ大
会を開催。
・県身体障害者スポーツ大会及び
県ゆうあいスポーツ大会に参加。
・障害者スポーツ教室（障害者
（児）水泳教室，障害者ジョギン
グ教室）の開催。
・障害者レクリエーション教室の
開催。

　認定員・スポーツリーダー養成
講習会においての支援。
　各種目別スポーツ大会の開催。
　スポーツ少年団認定員育成研修
会の実施。

障害福祉課

53 障害者団体の
育成，スポー
ツ，レクリ
エーション活
動の振興

・障害者団体の育成
　各団体の自主活動を促進し，
障害者の福祉向上に資するため
助成を行う。
・スポーツ，レクリエーション
活動の振興
1．６市町（水戸市・笠間市・
小美玉市・茨城町・大洗町・城
里町）持ち回りにより水戸地区
身体障害者スポーツ大会を開催
し，体力の増進と自立心を高め
る。また，県身体障害者スポー
ツ大会，県ゆうあいスポーツ大
会（知的障害者）に参加する。
2．在宅障害児(者)の体力増進
と自立心を高めるため，障害児
(者)の水泳教室等を開催。レク
リエーション教室としてよさこ
いソーラン踊り教室を開催。

　障害者（児）福祉団体連合会活動補
助金交付
　障害児ふれあいのひろば補助金交付
　機能回復訓練会補助金交付
　肢体不自由児者父母の会野外訓練補
助金交付
　水戸地区身体障害者スポーツ大会参
加
　県身体障害者スポーツ大会，県ゆう
あいスポーツ大会参加
　障害者（児）水泳教室の開催
　障害者ジョギング教室の開催
　障害者レクリエーション教室の開催
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
１ 生涯にわたる福祉の推進体制の整備

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

―

―

21,154

21,154

―

―

―

―

評価　Ａ
　広報みと，HPへの年金制
度に関する記事を掲載し，
市民への制度の周知を図っ
た。

　平成24年度と同様に実施

国保年金課

57 交通バリアフ
リー施策の推
進

　水戸市交通バリアフリー基本
構想及び水戸市交通バリアフ
リー特定事業計画に基づき，水
戸駅周辺の歩道整備をはじめ，
バリアフリー環境の整備に向け
た各種施策の促進を図る。

　水戸市交通バリアフリー基本構想及
び水戸市交通バリアフリー特定事業計
画に定められた特定事業者により，水
戸駅北口ペデストリアンデッキの改修
をはじめ，水戸駅バリアフリー化設備
整備事業等の事業が実施された。

評価　Ａ
　水戸市交通バリアフリー
基本構想及び水戸市交通バ
リアフリー特定事業計画に
基づく特定事業について
は，各事業者により整備が
進められている状況にある
が，一部の未整備事業に関
しては，整備予定地周辺の
再開発や再整備事業等も十
分に勘案しながら事業推進
を検討する必要がある。

　水戸市交通バリアフリー基本構
想及び水戸市交通バリアフリー特
定事業計画に基づく特定事業の進
捗を管理する。

地域振興課

民生委員児童
委員の地域活
動の促進

　地区民生委員・児童委員連合
協議会の運営費補助，育成強
化，互助事業の補助により，市
内423名の民生委員・児童委員
による地域活動の促進を図る。

・地区民生委員・児童委員連合協議会
理事会の開催　11回
・地区民生委員・児童委員協議会の開
催　14地区

56 国民年金制度
の普及

　年金相談や広報みと，「ねん
きんネット」等を活用し，年金
制度の周知と理解を図り，普及
に努める。

・年金相談の実施
・広報みとへの年金に関する記事の掲
載（年15回）
・HPへの年金に関する記事の掲載
・ねんきんネットを活用した年金相談
の推進
　

評価　Ｂ
　例年通りの事業の実施

　平成24年度と同様に実施

福祉総務課

基本目標
主要課題
主要施策

　平成24年度と同様に実施

福祉総務課

54

55

保健福祉情報
システムの構
築

　市民の個別化，多様化する
ニーズに的確に対応するため，
適切な情報提供ができる保健・
福祉情報システムの構築を目指
す。

　広報みと及び水戸市ホームページへ
の情報の掲載

評価　Ｂ
　例年通りの事業の実施

事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課No 具体的事業 事業の概要 平成24年度事業実績
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
１ 生涯にわたる福祉の推進体制の整備

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

基本目標
主要課題
主要施策

事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課No 具体的事業 事業の概要 平成24年度事業実績

―

―

―

―

3,350

評価　Ｂ
　前年度に引き続き，関係
法令に基づく指導・審査等
を行った。

　平成24年度と同様に実施

建築指導課

59 地域福祉計画
に基づく施策
の推進

　すべての人が住み慣れた地域
において，高齢者，障害者，子
育て支援等の総合的な福祉サー
ビスを利用できる体制づくりに
向け，地域住民，各種団体等と
の協働により，地域福祉計画に
基づく施策を推進する。

　地域福祉計画の概要について，イン
ターネットホームページへの掲載を通
じて広報活動を行い，市民に対する周
知を図った。

評価　Ｂ
　計画の周知には努めた
が，計画の進行管理方法な
ど，検討中の課題がある。

・水戸市地域福祉推進委員会委員
の公募
・水戸市地域福祉推進委員会の開
催
・庁内検討委員会の開催
・実務担当者会議の開催
・市民アンケートや懇談会等の実
施

福祉総務課

　建築物におけるバリアフリー
化の促進を図るため，関係法令
等に基づき，指導・審査等を行
う。

・茨城県ひとにやさしいまちづくり条
例に基づく指導・助言…23件

・高齢者，障碍者等の移動等の円滑化
の促進に関する法律(バリアフリー法)
に基づく建築物の審査，認定等…１件

評価　Ｂ
　例年通りの事業の実施

　だれもが利用しやすい施設等の
整備に関する指導・助言

福祉総務課

58 建築物におけ
るバリアフ
リー化の促進

　障害者や高齢者など，社会的
にハンディキャップをもった人
が建築物や公的施設等を安全か
つ快適に利用できるようにする
ため，建築主及び関係者の理解
と協力を得て整備を図り，障害
者等の生活圏の拡大及び福祉の
まちづくりを推進する。

・茨城県ひとにやさしいまちづくり条
例に基づく特定公共的施設新築等工事
届出書件数　19件
　
・水戸市福祉環境整備要綱に基づく事
前協議件数　27件
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

516

1,048

239,279

302,943

　延長保育については，公立保育所
13箇所で午前７時30分～午後７時ま
で実施しており，民間保育所で26箇
所実施しているが，時間は各保育所

評価　Ａ
　実施保育所の数が増加

(民間保育所
のみ)
　  127,418

(民間保育所
のみ)
    150,177

子ども課

60 次世代育成支
援対策の推進

　水戸市次世代育成支援対策行
動計画後期実施計画に基づき，
地域・事業者等との連携を図り
ながら各施策の推進，進行管理
を行う。

・子育て支援総合ガイドブック(平成
24年度版)の作成
・少子対策検討委員会開催

評価　Ａ
　内容を大きく見直し，新
しい内容の掲載を積極的に
行うと共に，見やすいレイ
アウトづくりを行った。

・少子対策啓発事業イベントの開
催
・子育て支援総合ガイドブック
(平成25年度版)の作成
・（仮称）水戸市子ども・子育て
支援事業計画のニーズ調査と策定
業務を進める。

　待機児童の解消及び保育サー
ビスの充実を図るため，年次計
画に基づき保育施設の整備を推
進し保育環境の向上に努める。

・第二めぐみ保育園の新設（定員90
名）
・小吹保育園の定員増（定員70名か
ら90名に増加）

評価　Ａ
　保育所定員が増加

　保護者の就労時間の多様化，
長時間の通勤時間等に伴う保育
時間の延長に対する需要に対応
するため，保育時間を延長して
いる。
　乳児（満１歳に満たない者）
は，疾病に対する抵抗力が弱
く，特に親密な保育が望まれる
という乳児の特性に十分留意
し，乳児保育を実施している。

で異なっている。
（午前７時から午後８時まで開園:６箇所，
　午前７時から午後７時まで開園:６箇所，
　午前７時15分から午後７時15分まで開園：１箇所，
　午前７時30分から午後７時30分まで開園:２箇所，
　午前７時30分から午後７時まで開園:10箇所，
　午前７時30分から午後６時まで開園:１箇所，
　午前９時から午前０時:夜間保育園1箇所）
　乳児保育については，公立11箇所，民間27箇所で実施してい
る。

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

61 保育所等の整
備充実

No 具体的事業

幼児教育課

　平成24年度と同様

幼児教育課

・民間保育園（定員90名）の新設
（２箇所）
・白梅保育所移転増改築事業（定
員70名から90名に変更）

62 延長保育・時
間外保育・乳
児保育の充実

担当課
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

(民間保育園
のみ）
      2,970

(民間保育園
のみ）
      3,510

3,698

7,569

(民間保育所
のみ)
     14,140

(民間保育所
のみ)
     21,020

11,200

11,160

63

評価　Ａ
　平成24年４月から事業を
開始した。

　保護者がパート就労などによ
り，週２～３日または午前か午
後のみなど特定の日時（1ヶ月
64時間以上）について，保護者
が家庭で保育できない児童の保
育を行う事業

　民間保育所３箇所で実施してい
る。

64 一時保育・緊
急保育の充実

　保護者の傷病，入院，災害，
事故，育児等に伴う心理的，肉
体的負担の解消等により緊急・
一時的に保育が必要となる児童
を保育所で保育する事業。（新
規事業）

　一時預かり事業所「スマイルキッ
ズ」
　延利用人数　1,103人

　引き続き内容を検討しながら，
一時預かり事業を実施する。

子ども課

特定保育の実
施

幼児教育課

　平成24年度と同様評価　Ａ
  実施保育所の数が増。

評価　Ａ
　前年度に比べ登録会員が
増加し，平成24年10月から
は病児・病後児預かり事業
を開始した。また，同月か
ら，利用会員と協力会員が
協議した上で，協力会員の
自家用車による児童の送迎
が可能となった。

引き続き，内容を検討しながら実
施する。

子ども課

65 ファミリー・
サポート・セ
ンター事業の
推進

　「仕事と子育ての両立」・
「育児負担の軽減」などを目的
に，子育ての援助を受けたい人
と，援助をしたい人が，お互い
助け合う地域組織を整備し，地
域全体で子育ての推進を図る。

利用時間　７時～21時
利用対象　小学生以下
登録会員　1,192人
活動件数　2,036件

評価　Ｂ
　実施箇所の数が同じであ
るため。

　平成24年度と同様

幼児教育課

　保護者の傷病，入院，災害，
事故，育児等に伴う心理的，肉
体的負担の解消等により緊急・
一時的に保育が必要となる児童
を保育所で保育する事業

　公立保育所11箇所，民間保育所21
箇所で実施している。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

(民間保育園
のみ)
     57,300

(民間保育園
のみ)
     64,840

78,716

81,958

　これまでの実施保育所(園)に加
え，平成25年４月から民間保育園
１か所開設する。

子ども課

評価　Ａ
　実施公立保育所が１か所
増加したため。

評価　Ａ
　平成24年４月からシル
バー人材センターに運営を
委託し，同月22日(日)に
は，新たな施設である本町
子育て支援・多世代交流セ
ンター(はみんぐぱーく・
みと)を開館した。
　両センターとも新たな講
座やイベントに取組んでお
り，特に本町子育て支援・
多世代交流センターは，地
元の商店街や小学校と一緒
にイベント等を行うことに
より，多世代交流や地域活
性化を図った。

　引き続き，内容を検討しながら
子育て・多世代交流のための事業
を実施する。

子ども課

66 地域子育て支
援拠点事業の
充実

  地域において子育て親子の交
流等を促進する子育て支援拠点
の設置を推進することにより，
地域の子育て支援機能の充実を
図り，子育ての不安感等を緩和
し，子どもの穏やかな育ちを促
進することを目的とした事業で
ある。

・センター型(6～7日型)…
　子育て支援・多世代交流センター
(2施設)で実施
・センター型(5日型)…
　民間保育園(6保育園)で実施
・経過措置(小規模型施設指定施
設)…
　公立保育所(3保育所)で実施
　民間保育園(5保育園)で実施
・ひろば型（5日型）
　ぽかぽかつどいの広場で実施

67 子育て支援・
多世代交流セ
ンターの運営

　地域における子育て支援を積
極的に推進するとともに，子ど
もから高齢者までが交流する多
世代交流拠点施設として，様々
な事業を行う。

わ：大町子育て支援・多世代交流セ
ンター
は：本町子育て支援・多世代交流セ
ンター

１子育て親子の交流の場の提供
　子育て支援・多世代交流センター
利用状況(平成24年度末累計)
　利用者数 わ 279,905人
             (前年度末 241,256人)
　　　　　 は 42,845人
　登録者数 わ 39,106人
             (前年度末 34,954人)
　　　　　 は 5,888人
　一時預かり利用者数 わ 6,874人
             (前年度末 5,619人)
　　　　　　　　　　 は 1,098人
２育児相談　　わ 185件　は 112件
３子育て及び子育て支援に関する講
座等の実施
　・医師等による子育て講座など子
育てに関する講座
　・100人サンタとイルミネーション
点灯式
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

―

―

(民間保育所
のみ)
      4,200

(民間保育所
のみ)
      4,200

(公立保育所
のみ)
        158

(公立保育所
のみ)
        250

(民間保育園
のみ)
      2,707

(民間保育園
のみ)
      3,625

評価　Ａ
　事業を開始した平成24年
10月から，利用会員登録数
が増加した。

　引き続き内容を検討しながら，
病児・病後児預かり事業を実施す
る。

子ども課

評価　Ｂ
　実施箇所の数が同じであ
るため。

　平成24年度と同様

幼児教育課

評価　Ａ
　実施保育所の数が増加し
たため。

　水戸市ファミリー・サポート・セ
ンター
　病児・病後児の援助　31件

70 保育所地域活
動事業の推進

　保育所の有する専門機能を地
域のために活用し，地域福祉の
向上を図ることを目的として事
業を実施する。

病児・病後児
保育の実施

68 　子どもが病気の際には，子ど
もの看護が必要となるが，就労
している保護者の場合，職務上
等の都合により，休暇制度を活
用することが困難な場合もあ
る。そのため，保育所通所中の
児童であり，病気回復期で集団
保育が困難な期間，日赤乳児院
で看護師等が保育する。（新規
事業）

　平成24年度と同様

幼児教育課

69 保育所の園庭
の開放

　保育所園庭を地域の児童に開
放し，入所児童と地域児童との
交流を深め，地域の開かれた保
育所を目指している。

　公立保育所13箇所で実施（２箇所
毎日実施，他11箇所年９回実施）
　民間保育所20箇所で実施

　子どもが病気の際には，子ど
もの看護が必要となるが，就労
している保護者の場合，職務上
等の都合により，休暇制度を活
用することが困難な場合もあ
る。そのため，病気回復期で集
団保育が困難な期間に係る児童
を日本赤十字社茨城県支部乳児
院で看護師等が保育する。

　実施箇所　日本赤十字社茨城県支
部乳児院　１箇所

　公立保育所11箇所，民間保育所17
箇所で世代間交流事業，異年齢児交
流等事業を実施している。

評価　Ａ
　実施保育所の数が増加

　平成24年度と同様

幼児教育課
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

(公立保育所
のみ)
          ―

(公立保育所
のみ)
         10

―

―

(256)

(193)

(188)

(192)

　年間を通し下記の講座等を実施し
た。
・ベビーマッサージなど親子のスキ
ンシップのための講座

評価　Ａ
　新たな講座やイベント等
に取り組んだ。

―

―

71 保育士を対象
とした男女平
等研修の実施

　核家族や少子化の進行に伴
い，児童を取り巻く社会環境は
著しく変化しており，保育所は
地域福祉のひとつの拠点として
様々な保育活動が期待されてい
る。これらの保育ニーズに対応
するため，研修を通して保育所
が果たすべき役割を認識し，児
童福祉の向上に努めるため，職
員研修会を実施している。

72 男女の保育士
等の募集採用

幼児教育課

　保育士等の採用試験（４名程度募
集）を実施
　※男性１名合格（平成25年度採
用）

評価　Ａ
　平成22年度から，３年連
続で１名ずつ採用してい
る。

　保育士採用予定人数：４名程度

　平成24年度の職員研修会は，「幼
児安全法」を受講した。
　これからの保育ニーズに対応する
ため，今後保育所が果たすべき役割
について学ぶ研修を実施した。

評価　Ｂ
　研修に参加した保育所の
数が同じであるため。

　平成24年度と同様

74

人事課

73 男女を対象に
した育児講座
の開催(再掲)

（再掲3）
保健

センター

　保育士等の男女平等参画を図
り，豊かな保育環境を創出す
る。

育児相談の実
施(再掲)

（再掲10） 保健
センター

子ども課

子ども課

　引き続き，内容を検討しながら
子育て支援の講座等を実施する。

・フラダンス，パッチワークなど母
親のリフレッシュのための講座
・父子でクッキング教室など父親参加の講座
・おはなし会，リトミックなど親子で楽しめる教室

75 親子教室等の
開催

  安心して過ごせる場を提供す
るとともに，親や子供同士の交
流を図るために講座や教室を開
催する。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

　親子が一緒の遊びや運動を通
して，安心して過ごせる場を提
供するとともに親や子ども同士

実施回数　４回
参加者　136人

11

22

714

※報償費の一部
であるため，抜
き出せない。

15

20

内原乳幼児学級タンポポ
　　開催回数：定期教室56回、
　　　　　　　合同教室14回
・コミュニケーションあそび ・乗り
物あそび ・七夕祭り ・楽器遊び ・
新聞紙遊び ・水遊び ・救命救急講
習会 ・親子ふれあい遊び ・夏祭り

評価　Ａ
　母親と子どもだけではな
く，父親の参加も増え，子
育てを両親が協力して，楽
しんでいる姿が見られるよ
うになった。

―

1,848

評価　Ｂ
  短期講座については，参
加者の日程調整が容易なた
めか，参加が多い傾向にあ
る。

・夏休みサイエンスツアー
　　開催回数：１回
・ゲンジボタルを探そう
　　開催回数：１回
・食育講座
　　開催回数：４回

内原中央
公民館

・朝ごはんから始まる食育講座
　　開催回数：４回
・夏休みサイエンスツアー
　　開催回数：１回
・ゲンジボタルを探そう
　　開催回数：１回

　親子が一緒に一つのものに興
味・関心を持ち，普段の生活で
は得られない親子のコミュニ
ケーションの場を提供する。

75 親子教室等の
開催

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

を図る。
　対象　２～３歳児とその保育者
　会場　常澄保健センター，内原保健センター
　内容「楽しく遊ぼうⅠ」　レクリエーション指導士，保健師
　　　「楽しく遊ぼうⅡ」　保育士，保健師

評価　Ｂ 　引き続き，各市民センター及び
少年自然の家で親子対象の事業を
行なう。 生涯学習課

保健
センター

  親子のふれあいや，絆を深め
るために，各市民センターや少
年自然の家において，親子対象
の講座を開催している。

　市内27市民センター及び少年自然
の家で親子対象の事業を行なった。
　開催回数：延101回
　参加人数：延7,627人

内原乳幼児学級タンポポ
　　開催回数
　　　定期教室：56回
　　　合同教室：14回

内原中央
公民館

　地域の乳幼児に遊びをとおし
て，生活習慣・社会性等を身に
つけさせることをねらいとし，
併せて母親間の情報交換（現代
版井戸端会議）育児の知恵袋を
提供する。

・シャボン玉遊び ・小麦粉粘土遊び
・段ボール箱遊び ・ボール遊び ・運動会ごっこ ・鬼ごっこ ・
ハロウィンごっこ ・勉強会 ・クリスマス飾り ・風あそび ・ク
リスマス会 ・伝承遊び ・節分遊び ・リトミック遊び ・ひなま
つり

- 54 - ※進捗状況 Ａ:進捗した Ｂ:現状維持 Ｃ:進捗しなかった(後退，縮小等) Ｄ:事業終了



Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

評価　Ａ
　23年度に比べ市民セン
ター子育て広場が１か所増
えたため。
　利用者数は広場によって
増加しているところと減少
しているところがある。広
報誌，子育て支援総合ガイ
ドブックやWEBサイト等を
活用し，より多くの市民に
周知する必要がある。

6,094

常磐市民センター
　実施回数　　50日間
　利用人数　　　808人
桜川市民センター
　実施回数　　24日間
　利用人数　　　213人
千波市民センター
　実施回数　　　8日間
　利用人数　　　310人

6,475

2

2

・子育てぽかぽか広場
　（場所　五軒小学校，
　　　　常澄保健センター）
　　実施回数　　77日間(２か所計)
　　利用者数　　1,288人(２か所計)
・ぽかぽかつどいの広場
　（場所　赤塚駅前ミオスビル内）
　　実施回数　　249日間
　　利用者数　　8,071人
・市民センター子育て広場
　見川市民センター
　　実施回数　　52日間
　　利用者数　　1,610人
　双葉台市民センター
　　実施回数　　44日間
　　利用人数　　1,278人
　赤塚市民センター
　　実施回数　　13日間
　　利用人数　　　202人
　吉田市民センター
　　実施回数　　21日間
　　利用人数　　　455人

・子育てぽかぽか広場
　五軒小学校
　　毎週火曜日(年間35日間)，
　　午前9:30～12:00開設
　常澄保健センター
　　毎週水曜日(年間40日間)，
　　午前9:30～12:00開設
・ぽかぽかつどいの広場
　水戸市との委託契約によりNPO
法人水戸こどもの劇場が実施
・市民センター子育て広場
　継続：見川市民センター，双葉
台市民センター，赤塚市民セン
ター，吉田市センター，常磐市民
センター，桜川市民センター，千
波市民センター
　新規：１か所（柳河市民セン
ター）

子ども課

76 子育てサーク
ルの育成

・子育てぽかぽか広場
　乳幼児の親子が自由に集い，
相談や交流ができる場を設置
し，親子の育児不安や負担感・
孤立感に対する支援を図る。
・ぽかぽかつどいの広場
　子育て中の親子が気軽に集え
る，交流や相談の場を設置し，
子育てのストレスの解消等を含
めた子育て支援を図る。
・市民センター子育て広場
　子育て中の親子が気軽に自由
に集い，親と子ども達が交流で
きる遊び場を開設し，地域の
人々による見守りボランティア
の協力により，地域の子育て支
援を図る。

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

保健
センター

　子育て不安の軽減を図るため
の教室やサロンを開催し，家庭
に閉じこもりがちな母親の仲間
づくり支援や親子の交流できる
場を提供する。

○めだか教室
　対象　３～４か月児(第１子)と
　　　　その母親
　会場　保健センター，
　　　　常澄保健センター，
　　　　内原保健センター
　実施回数　72回
　参加者　1,937人
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

37,454

58,547

202,307

251,193

　保護者の就労等により，放課
後，適切な保護を受けられない
留守家庭児童の保護と健全育成
を図る。

開放学級事業
実施場所：
　市内小学校33校 50学級
実施日及び時間：
　平日の放課後から18時まで
　　約200日
　土曜日の８時から18時まで
　　約50日
　長期休業期間中は８時～18時まで
　　約40日
・対象者：小学１年～３年
・入級者数：1,743人(平成25年３月)

評価　Ａ
　モデル校（緑岡，寿，梅
が丘，双葉台，笠原）を設
け，平日の利用時間を18時
30分まで延長し，効果を検
証している。

開放学級事業　市内小学校33校51
学級での運営
　モデル校で平日の終了時間を18
時30分まで延長（三の丸，緑岡，
寿，梅が丘，双葉台，笠原）
　長期休業期間の対象学年の拡大
（小学１年～４年）

総合教育
研究所

放課後児童健
全育成事業の
充実

　平成25年度から新たに３か所の
クラブへ補助をおこなう。
　継続(８か所)：めぐみ学童保育
部，学童クラブてのひら，わかな
学童クラブ，こばと学童クラブ，
ひまわり学童クラブ，ヴィクトリ
アナーサリー育脳学童クラブ，キ
ンダーワールドナーサリー育脳学
童クラブ，石川フレンドクラブ
　新規(３か所)：リリー幼稚園育
脳学童クラブ，リリーの森幼稚園
育脳学童クラブ，学童保育あいく
らぶ

子ども課

学童クラブ
・実施場所 民間保育園等８か所
・実施時間 放課後から午後21時（最
長）
・対象
　小学校１年生から６年生(７か所)
　小学校１年生から３年生(１か所)
・延利用人数　57,273人

評価　Ａ
　水戸市学童クラブ支援事
業補助金の対象クラブが１
か所増え，延利用者人数も
増加した。

　保護者の就労等により，放課
後，適切な保護の受けられない
留守家庭児童の保護及び健全育
成を図る。

77
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

１　指導者育成研修会
　期日：６月17日,11月17日
　場所：少年自然の家
　参加人数：延205人
２　親善球技大会

評価　Ｂ

1,308

1,325

2,602

2,693

子ども会活動
の支援

　子どもたちによる子ども会活
動を支援するため，育成者・指
導者及び育成会組織の資質の向
上を図るとともに，市子ども会
育成連合会が主催する事業の支
援及び共催事業を実施する。

１　子ども会育成会指導者育成研
修会
２　親善球技大会
３　水戸郷土かるた中央大会

生涯学習課

79 青少年相談事
業の実施

１　いじめ・青少年相談の専用電
話の設置
２　相談事業の地域に対する広
報・周知
３　相談員の常置と電話相談・来
所相談への対応

　核家族化や共働きの増加によ
り，子育てに様々な問題を抱
え，解決に困難を覚える家庭が
増えている。その解決のため
に，気軽に相談できる機関が必
要とされており，地域の子育て
相談機関として，水戸市総合教
育研究所の中に支援相談員を置
き，電話相談や来所相談に答え
るための相談事業を実施する。

相談件数：624件

総合教育
研究所

　期日：８月18日～19日
　場所：総合運動公園　参加人数：約1,500人
３　水戸郷土かるた中央大会
　期日：２月17日　場所：茨城県武道館
　参加人数：393人

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施したため，現状維持とし
たが，相談の必要性は増加
している。

78
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

１　少年の主張大会
　期日：７月14日
　場所：市総合教育研究所
　参加校：市内中学校21校
２　青少年サミット
　期日：11月25日
　場所：みと文化交流プラザ

評価　Ｂ

1,491

1,730

―

10

１　少年の主張大会
２　青少年サミット
３　姉妹都市親善友好少年交歓研
修
　（１）　敦賀市来水
　（２）　水戸市訪敦

生涯学習課

80 青少年団体や
指導者の育成

81 子どものため
の有害環境対
策の推進

　青少年に有害な環境の改善を
図るため，「青少年の健全育成
に協力する店」の登録活動を進
めるとともに，白ポストによる
有害図書等の回収や有害広告物
の撤去活動等を実施する。

・「青少年の健全育成に協力する
店」の登録活動
・白ポストによる有害図書等の回収
・有害広告物の撤去活動等の推進
・社会環境浄化研修会
　期日：２月９日
　場所：ケーズデンキスタジアム
　参加人数：136人

評価　Ｂ ・「青少年の健全育成に協力する
店」の登録活動
・有害図書やＤＶＤ等の自動販売
機等の立入調査
・白ポストによる有害図書等の回
収
・有害広告物の撤去活動等の推進
・社会環境浄化研修会

生涯学習課

　参加人数：110人
３　姉妹都市親善友好少年交歓研修
（１）敦賀市来水（第46回）
　期日：８月３日～５日（２泊３日）
　使節団：研修生16人　引率者４人　補助引率者３人
（２）水戸市訪敦（第47回）
　期日：３月26日～28日（２泊３日）

　青少年が自主的に地域社会で
活躍できるよう，活動の場や機
会を提供するなど，青少年の社
会参加を促進するとともに，青
少年団体の活動の充実や指導者
の養成を行なうため，事業を実
施する。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
２ 地域における子育て支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課

11,595

10,650

　思春期の性に関する悩み等に
対して，ピアカウンセラーと専
門相談員による個別電話相談を
実施。

　実施回数　42回
　相談件数　442件 300

300

（民間保育所
のみ）
       6,650

（民間保育所
のみ）

       4,900

評価 　平成24年度と同様に実施

総合教育
研究所

82 放課後子ども
教室推進事業
の実施

  放課後に小学校の教室等を活
用して，子どもたちの安全・安
心な活動拠点（居場所）を設
け，地域住民の参画を得て，子
どもたちとともにスポーツ，文
化活動，地域住民との交流活動
等の取組を実施することによ
り，子どもたちが地域社会の中
で，心豊かで健やかに育まれる
環境づくりを推進する。

実施場所：市内小学校33校，市民セ
ンター，図書館
実施時間：平日の放課後又は週末等
学校の休業日
実施回数：690回
利用人数：35,281人

83 思春期の性に
関する相談と
学習機会の充
実 実施。

・実施方法　いはらき思春期保健協会に委託
・対象　　思春期の男女
・相談日時　毎週土曜日　　午後１時～５時

評価　Ｂ
　実施箇所の数が同じであ
るため。

　平成24年度と同様

幼児教育課

　民間保育所１箇所で実施してい
る。

84 病児保育の実
施

　子どもが病気の際には，子ど
もの看護が必要となるが，就労
している保護者の場合，職務上
等の都合により，休暇制度を活
用することが困難な場合もあ
る。そのため，保育所通所中の
児童であり，病気に罹患し集団
保育が困難な期間にある児童を
看護師等が保育する。

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

保健
センター
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
３ 地域における介護支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

26,594

37,605

102,952

117,766

（―）

（―）

高齢福祉課

89 介護者の研修
機会の充実
（再掲）

（再掲6）

高齢福祉課

88 地域包括支援
センター業務
の実施

　介護予防ケアマネジメントの
ほか，介護予防に関する情報提
供や相談支援，高齢者に対する
虐待や権利擁護に関する相談，
介護以外の生活支援サービスと
の調整，介護支援専門員に対す
る支援などを実施する。

・介護予防支援延件数（要支援１，
２）13,521件
・介護予防ケアマネジメント数（二次
予防事業対象者）149件
・相談件数　5,798件
（うち高齢者虐待，権利擁護関係相談
件数　354件）
・介護支援専門員に対する研修会の開
催　３回

評価　Ｂ
　本年度は，平成23年度に
策定した第５期高齢者保健
福祉計画　介護保険事業計
画（24～26年度）に基づき
事業を実施する。

・介護予防ケアマネジメント業務
の実施（要支援認定者，特定高齢
者）
・総合相談，権利擁護業務の実施
・高齢者虐待防止講演会の実施
・介護支援専門員に対する支援事
業の実施
・地域ケアシステムの一体的な運
営

高齢福祉課

  生活機能が低下している虚弱
高齢者に対して，保健センター
において介護予防のための教室
の開催，訪問指導等を実施す
る。
　また，すべての高齢者を対象
に，介護予防に関する知識や技
術を普及・啓発するための事業
やボランティア等の人材育成の
ための事業を実施する。

１ 通所型介護予防事業
　　回数：142回　実人数：191名
　　延人数：1,475名
２ 訪問型介護予防事業
　　回数：52回　実人数：14名
　　延人数：52名
３ 介護予防普及啓発事業
　 元気アップ・ステップ運動
　　回数：1,758回 延人数：21,085名
　 いきいき健康クラブ
　　回数：665回　延人数：13,998名
　 介護予防講座・講話
　　回数：119回　延人数：2,369名
　 脳の健康教室
　　回数：385回　延人数：4,414名
４ 地域介護予防活動支援事業
 　人材養成
　　回数：60回　延人数：3,095名

評価　Ａ
１　事業に参加しやすい環
境が整いつつある。
２　事業実績が概ね前年度
より向上し，事業効果も得
られている。

１　通所型介護予防事業は，総合
的・一体的な教室として継続して
開催する。
２　事業の周知に努めるととも
に，事業に参加しやすい環境を整
える。

基本目標
主要課題
主要施策

87 介護予防のた
めの事業の実
施

No 具体的事業 担当課事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画

- 60 - ※進捗状況 Ａ:進捗した Ｂ:現状維持 Ｃ:進捗しなかった(後退，縮小等) Ｄ:事業終了



Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
３ 地域における介護支援体制の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画

6,221

6,600

91 介護相談の充
実

―

―

16,303,946

17,280,002

評価　Ｂ
　市内の特別養護老人ホー
ム，老人保健施設，有料老
人ホーム，認知症対応型グ
ループホームに相談員を派
遣した。居宅サービス利用
者に関しては，サービス利
用実績により対象者の名簿
を作成し，相談員を自宅に
派遣した。

  平成24年同様に実施

介護保険課

90 介護相談員の
派遣

　
　相談員を施設，居宅へ派遣
し，利用者の相談に応じて疑問
や不安等を解消するとともに，
介護サービスの質の向上を図
る。

　
　相談員を施設，居宅へ派遣し，利用
者の相談に応じて疑問や不安等を解消
するとともに，介護サービスの質の向
上を図った。

・相談員  ６名
・施設訪問回数     162回／年
・居宅訪問回数   1,197回／年

介護保険課

評価　Ｂ
　介護保険事業計画に基づ
き，利用者のサービス利用
動向を踏まえた円滑な事業
運営を図った。

　平成24年度から始まった水戸市
第５期介護保険事業計画に基づき
円滑なサービスの供給に努める。

介護保険課

92 介護保険事業
のサービスの
充実

　介護ニーズに応じた居宅サー
ビス，施設サービス等介護サー
ビスを円滑に提供する。

　介護保険事業計画に基づき，要介護
者及びその家族のニーズに応じた介護
サービスの円滑な提供に努めた。

評価　Ｂ
　市の窓口，電話，ファッ
クス，電子メールなどによ
り寄せられる相談につい
て，迅速に対応した。特
に，利用者の相談窓口のひ
とつとなるサービス事業者
に対しては，「介護保険質
問票」を活用し，事業者か
らの疑問に対する情報提供
により対応を強化した。

　市の介護保険課の窓口等において，
介護保険事業に関する様々な相談に対
し，助言や指導等の相談業務を行っ
た。

　介護保険事業に関する様々な
相談に対し，適切な助言や指導
を行う相談窓口の充実を図る。

　平成24年同様に実施
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
４ ひとり親家庭への支援の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

－

－

43

13

5,810

13,500

事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況

子ども課

評価　Ｂ
　家庭児童相談と婦人相談
を合わせた延べ件数10,769
件は，昨年度の延べ件数
5,814件を上回った，ひと
り親世帯が両相談の中に占
める割合は高い傾向にあ
る。相談内容は複雑化して
いるため，よりきめ細やか
な相談対応により相談者の
ニーズに応える。

平成25年度事業計画 担当課

93 ひとり親家庭
相談の充実

  家庭児童相談及び婦人相談を
通じ，ひとり親家庭の抱える問
題に適切な指導・助言を図る。

○家庭児童相談延べ件数　8,761件

○婦人相談延べ件数　  　2,008件

　合計　　　　  　 　　10,769件

評価　Ａ
　セミナーに関しては平成
23年度のパソコン講座に比
べては参加者が増え（19名
から22名），就業支援講座
を共催した。母子自立支援
プログラム事業の申請件数
は減少した（５件から４
件）。

　単市の貴重なひとり親世帯に対
する就労支援の施策である水戸市
母子家庭就職準備セミナーを継続
して開催し，関係機関との連携に
ついても強化を図る。

基本目標
主要課題
主要施策

94 ひとり親家庭
の親への就業
支援

　引き続き家庭児童相談及び婦人
相談の中で，ひとり親家庭の抱え
る問題に適切な指導・助言を図
る。

No 具体的事業

子ども課

　
　母子家庭等の雇用の促進と安
定を図るため就職準備セミナー
を開催するとともに，県が開始
した母子自立支援プログラム事
業の受付等を通じ，関係機関と
の連携により，雇用情報の提供
推進を図る。

○仕事に役立つ応援セミナー
　男女平等参画課と協賛
　平成25年１月23日(水)～25日(金)
　参加人数22名
○女性向け就業支援講座「働き方発見
塾ワタシ・スタイルで起業！」
　平成25年２月２日（土）　31名
○ハローワーク　マザーズサロンのパ
ンフ配布　８月の児童扶養手当現況届
時及び子ども課窓口
○母子自立支援プログラム事業のパン
フ配布及び申込み受付　８月の児童扶
養手当現況届時及び子ども課窓口
　受付件数　４件

評価　Ａ 　・平成２４年度よりも枠数を増
やして継続実施。
・３年制の養成機関に通う場合，
国県補助金縮減により２年時まで
の給付を行う。
・平成２５年卒業者への卒業一時
金の給付実施。
・支給金額は課税，非課税世帯共
に据え置き。

子ども課

94-2 高等技能促進
費等事業

　
　就職に有利で，生活の安定に
役立つと市が指定した資格を取
得するために，養成機関で２年
以上修学する場合に給付金を支
給する。
　※平成２３年度までは茨城県
で実施。

【支給金額】　課税世帯 　100,000円
　　　　　　　非課税世帯　70,500円
【実施資格】　正看護師　　　２名
　　　　　　　准看護士　　　　１名
　　　　　　　言語聴覚士　　　１名
　　　　　　　栄養士　　　　　１名
　　　　　　　保健士　　　　　１名
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
４ ひとり親家庭への支援の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業

―

―

―

―

1,286,106

1,320,405

95 母子・寡婦福
祉資金の貸付

 ひとり親世帯の経済的自立の
助長とその児童の福祉向上を図
るため，母子及び寡婦福祉法に
基づき県が実施する。修学資金
等の母子・寡婦福祉資金貸付の
受付・事前調査事務等を行う。

○修学資金
　受付　７件　貸付決定　６件
　　　　　　　取り下げ　１件
○就学支度資金
　受付　４件　貸付決定　４件
○転宅資金
　受付　１件　貸付決定　１件
○修業資金
　受付　１件　貸付決定　１件
○生業資金
　受付　２件　貸付決定　２件

評価　Ａ
　貸付決定件数は平成23年
度の14件と同数だが，貸付
の種類（修業資金・生業資
金）が増えたため。

　相談ケースの個々の事情に応
じ，県担当部署との適切な連携に
より事業の推進を図る。

子ども課

子ども課

97 児童扶養手当
の支給

　父母の離婚などにより父と生
計をともにしていない児童の母
及び母と生計を共にしていない
児童の父，あるいは父母にか
わってその児童を養育している
方に対し，児童の福祉の増進を
図るため，児童扶養手当法に基
づき手当を支給する。
※父又は母の障害による受給要
件あり
・手当額
　対象児童１人で全部支給の場
合　月額41,430円
　就労等収入により一部支給，
支給停止措置あり

児童扶養手当認定世帯数
　2,714世帯（平成25年3月31日現在）
　生別母子世帯　2,163世帯
　死別母子世帯　   22世帯
　未婚の母子世帯　274世帯
　遺棄世帯　       13世帯
　その他の世帯　   96世帯
　　小　計　    2,568世帯
　生別父子世帯　  122世帯
　死別父子世帯　   15世帯
　未婚の父子世帯　  5世帯
　遺棄世帯　        0世帯
　その他の世帯　    4世帯
　　小　計　      146世帯

評価　Ｂ
　母子世帯は認定数が30件
増加し，父子世帯は１件減
少したため，全体では29件
増加した。

　制度の趣旨に基づき，適切な制
度運用を図る。

子ども課

96 母子寡婦福祉
連絡協議会活
動の支援

評価　Ｃ　水戸市母子寡婦福祉会が活動
停止中
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
４ ひとり親家庭への支援の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業

　両親や父または母親が死亡し
た遺児を養育している方に手当
を支給し，遺児の福祉の増進を
図る。
・対象　本市に１年以上居住
し，高等学校等を卒業するまで
の遺児を養育している方

遺児養育手当支給状況
　遺児数　313人（平成25年３月31日
現在）
　両親死亡　　２人
　父親死亡　 300人
　母親死亡  　11人

13,815

14,256

880

1,020

159,644

154,721

・母子父子ふれあい交流事業
　　水上バスクルーズ（浅草～日の出
桟橋），国立科学博物館(東京都台東
区)

評価　Ｂ
206

194

98 遺児養育手当
の支給

平成24年度平均受給者数
　　母子家庭　5,445人
　　父子家庭　　359人

評価　Ｂ
　支給遺児数が前年度の平
成23年度（309人）に比
べ，４件増加した。

　遺児の福祉向上を図る貴重な単
独事業として推進する。

子ども課

・手当の額
　父母死亡　遺児１人につき月額6,000円
　父または母死亡　遺児１人につき月額3,500円
※父子世帯は，前年度の市民税額が均等割以下が要件となる。

101 親子関係を深
める行事の実
施

　母と子，父と子のふれあいを
深めるための親子関係の行事の
推進と子育てに対する意識の向
上を図る。

99 交通遺児就学
奨励制度の充
実

　
　水戸市交通遺児就学奨励基金
条例に基づき，市内の小・中学
校，中等教育学校交通遺児に就
学奨励金を支給し，就学奨励に
努める。

100 母子家庭・父
子家庭医療費
助成

　健康保険に加入している母子
家庭・父子家庭の18歳未満の子
とその親，母子，父子家庭の20
歳未満の障害児及び高校在学者
とその母・父親に対して，医療
費の一部を助成する。

　既存の事業の充実を図るととも
にワーク・ライフ・バランスの趣
旨の実現に向け，様々な機会を捉
え積極的な啓発活動を展開してい
く。

子ども課

評価　Ｂ
　前年度と同様に実施し
た。

　平成24年度と同様に実施する。

学校教育課

評価　Ａ
　転入者等への制度の周
知・啓発を市民課窓口への
協力を依頼した。

平成25年度平均受給者数見込み
　母子家庭　5,430人
　父子家庭　　410人

国保年金課

　９月実施　参加人数37人
鉄道博物館（さいたま市），東武動物公園（埼玉県宮代町）
　２月実施　参加人数39人

　市内の小・中学校，中等教育学校に
在籍する交通遺児に対し，月額5,500
円を支給する。
　5,500円×12か月×14人
（うち４名は途中認定者（いずれも６
月～））
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
５ 高齢者の日常生活の支援

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

―

―

―

―

6,302

6,475

11,700

10,700

7,673

―

評価　Ｂ
　県の補助事業であり，現
状のまま事業が継続されて
いるため。

　社会福祉法人水戸市社会福祉協
議会への事業委託を終了し，平成
25年度から地域包括支援センター
と一体的に運営することとした。

高齢福祉課

106 地域ケアシス
テムの充実

　在宅の高齢者等について，民
生委員・ケアマネジャー・サー
ビス事業者・医療機関・親族な
どからなるチームを構成し，必
要な支援を行う。

在宅ケアチーム数 （平成24年度末）
　中央ケアセンター　46
　緑岡ケアセンター　100

・契約件数　　　　　8,984件
・就業実人員　　　　　814名
・就業延人員　　　　96,986名
・講習会，研修会の開催

評価　Ｂ
　例年通りの事業の実施

・会員登録への促進
・就業機会拡大に向けた受注開
拓，各種講習会等の開催
・安全，適正就業の推進
・効率的で効果的な事業運営の改
善

福祉総務課

事業の進捗状況No

高齢福祉課

104 高齢者クラブ
に対する支援･
育成

　本市の高齢者の社会参加並び
に教養の向上及び健康の増進を
図るため，市内の高齢者クラブ
及び高齢者クラブ連合会に対し
補助金を交付する。

○市連合会補助金 　   1,024,000円
○単位クラブ補助金    5,278,000円
　＠40,600円×130クラブ＝5,278,000
円

評価　Ｂ
　補助金の交付基準は変更
しているが，支援・育成内
容に変わりはないため。

○市連合会補助金   1,014,500円
○単位クラブ補助金 5,460,000円
　＠39,000円×140クラブ＝
5,460,000円

高齢福祉課

基本目標
主要課題
主要施策

103 ケアハウスの
充実

具体的事業

102 介護老人福祉
施設の充実

事業の概要

評価　Ｂ
　茨城県として必要床数を
満たしていることから，各
市町村における整備が凍結
されている。

高齢福祉課

評価　Ａ
　既存法人の施設２箇所に
ついて，各40床の合計80床
の整備を行った。

平成25年度事業計画 担当課

　
　計画なし

　特別養護老人ホーム１箇所　80
床の新設を行う。

平成24年度事業実績

  高齢者の保健福祉計画に基づ
き，介護老人福祉施設を整備す
る要望のある法人団体を選定す
ることにより施設の整備，充実
を図る。

　特別養護老人ホーム
    既設法人２施設の増床  80床整備

　住宅事情や家庭環境などのよ
り家族の援助を受けることがで
きないときや，ある程度の身体
機能の低下がある方を対象とし
て入居する施設であり，民間施
設の整備促進を図るもの。

105 シルバー人材
センター運営
の支援

　
　臨時的かつ短期的な就業を希
望する高齢者のため，就業機会
の確保，職業紹介をはじめ，就
業に必要な知識や技能の取得の
ための講習等の開催により，高
齢者の福祉の増進に資するとと
もに，活力ある地域づくりに寄
与する。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
５ 高齢者の日常生活の支援

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

事業の進捗状況No

基本目標
主要課題
主要施策

具体的事業 事業の概要 平成25年度事業計画 担当課平成24年度事業実績

6,837

10,296

361

1,111

8,627

13,955

285

290

107 一人暮らし老
人等に対する
配食サービス
の充実

　概ね65歳以上のひとり暮らし
高齢者で，家庭での調理が困難
な者を対象に，高齢者の食生活
の改善及び健康の増進を図り，
介護予防を行うため，調理され
た夕食を配食するとともに，安
否の確認を行う。

高齢者等在宅生活支援配食サービス
○実利用者数　 204人
　延配食数　22,790食

評価　Ｃ
　事業内容に変更はない
が，利用者数等が減少傾向
にある。

高齢者等在宅生活支援配食サービ
ス
○実利用者数　 272人
○延配食数　34,320食 高齢福祉課

108 一人暮らし老
人等に対する
日常生活用具
の給付・貸与

　概ね65歳以上で，援護のため
の用具を必要とする者を対象
に，高齢者の自立生活支援や火
災の防止，介助のための日常生
活用具を給付する。

日常生活用具給付
○　給付点数　24点

評価　Ｂ
　前年度には給付点数等が
減少したが，平成24年度は
前々年度並みに回復した。

日常生活用具給付
○給付点数　45点

高齢福祉課

109 緊急通報シス
テム事業の充
実

　概ね65歳以上の病弱なひとり
暮らし高齢者及び高齢者世帯，
ひとり暮らしの重度身体障害
者，75歳以上のひとり暮らし高
齢者を対象に，突然の発病や事
故発生時に消防本部に通報する
ための無線及び有線発信機を給
付して，近隣の協力員とともに
救護を行い，緊急事態に対処す
るとともに高齢者の不安を軽減
する。

緊急通報システム事業
○緊急通報装置新規設置
　　（うち購入分）　64台（10台）
○緊急通報装置交換分　42台
○利用世帯数（年度末現在） 450世帯

評価　Ｂ
　新規取付が増え，取り外
しが減ったため，年度末の
利用世帯数は前年度に比べ
微増となった。

緊急通報システム事業
○緊急通報装置新規設置
　（うち購入分）　90台（20台）
○緊急通報装置交換分
　　70台
○利用世帯数（年度末現在）
　　580世帯

高齢福祉課

110 ふれあい電話
等のネット
ワークの充実

　地区のボランティアが，ひと
り暮らしの高齢者宅に電話を
し，不安や悩み事について会話
することにより，孤立感の解消
並びに安否確認を行う。

○実施地区
　６地区（三の丸，城東，新荘，常
磐，石川，常澄）
○電話料　 284,932円

評価　Ｂ
　実施地区や事業内容等に
変更がなかったため。

○実施地区
　５地区（三の丸，城東，新荘，
常磐，石川）
○電話料　290,000円

高齢福祉課
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
５ 高齢者の日常生活の支援

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

事業の進捗状況No

基本目標
主要課題
主要施策

具体的事業 事業の概要 平成25年度事業計画 担当課平成24年度事業実績

405

698

1,008

1,639

1,153

1,890

　
　市営住宅は，平成25年4月現
在231棟3,731戸あり，そのう
ち，耐用年数に近いものから順
次建替えを行っている。平成22

旧住宅の解体工事　11棟74戸
40,728

300,900

111 徘徊高齢者の
家族の支援

　概ね65歳以上で徘徊行動のあ
る高齢者の家族を対象に，徘徊
高齢者を抱える家族の身体的・
精神的・経済的負担を軽減する
ため，徘徊者の現在位置を探査
するシステムの利用を推進する
とともに，費用を助成する。

徘徊高齢者家族支援サービス
○利用者数　８人

介護予防住宅改善助成
○利用件数　15件

評価　Ｂ
　事業内容・利用件数等に
ついて，ほぼ同程度の規模
で継続している。

徘徊高齢者家族支援サービス
○利用者数  15人

高齢福祉課

114 高齢者に対応
した市営住宅
の整備

年度から計画期間22年間で河和
田住宅の建替えに着手しており，旧住宅を取壊して新棟を建設する際に
は，全戸，高齢者に対応したバリアフリーで設計している。

112 通院等に関す
る移送サービ
スの実施

　65歳以上の高齢者で，介護保
険の要介護３・４・５に認定さ
れた，前年度住民税非課税世帯
に属する者を対象に，本人や家
族の負担を軽減するため，リフ
ト付きタクシーにより，寝たき
り等で通院等が困難な者の移送
を行う。

通院等支援サービス事業
○延利用回数　396回

113 住宅改修助成
事業の実施

　概ね65歳以上で，介護保険で
自立と判定され介護予防プラン
により住宅改善が必要とされた
者，若しくは寝たきり等の者を
対象に，介護予防のため，手す
りの取り付け等，高齢者の住宅
を改善する費用の一部を助成す
る。

評価　Ａ
　平成25年度から平成26年
度にかけて新築予定の1棟
30戸及び平成27年度から平
成28年度にかけて新築予定
の1棟30戸の建設予定地を
更地にした。

　
１　1棟30戸の建設工事
２　建設予定地の埋蔵文化財調査
３　用地購入
４　実施設計 住宅課

評価　Ｂ
　前年度には延利用回数が
減少したが，平成24年度は
前々年度並みに回復した。

通院等支援サービス事業
○延利用回数　575回

高齢福祉課

評価　Ｂ
　前年度には利用件数が減
少したが，平成24年度は
前々年度並みに回復した。

介護予防住宅改善助成
○利用件数　16件

高齢福祉課

- 67 - ※進捗状況 Ａ:進捗した Ｂ:現状維持 Ｃ:進捗しなかった(後退，縮小等) Ｄ:事業終了



Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
６ 障害者の日常生活の支援

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

63,465

64,812

29,529

31,658

1,242

2,700

・補装具費の支給
身体障害者（児）の不自由な機
能を補い，日常生活や職場での
作業を容易にするために，必要

・補装具費の支給　608件
・日常生活用具の給付　4,622件

評価　Ｂ
99,874

112,142

障害福祉課

評価　Ｂ

平成25年度事業計画 担当課

地域活動支援センターⅠ型(３か
所)委託及び，Ⅱ型（１か所）Ⅲ
型(３か所)補助
創作活動又は生産活動の機会の提
供
社会との交流促進
作業訓練の実施

事業の進捗状況

 
　障害者の創作活動や生産活動
の機会の提供，社会との交流の
促進を図るため，障害者総合支
援法に基づく地域活動支援セン
ター事業を実施する。

・地域活動支援センターⅠ型(３か所)
委託及び，Ⅱ型（１か所）Ⅲ型(３か
所)補助
・創作活動又は生産活動の機会の提供
・社会との交流促進
・作業訓練の実施

事業の概要 平成24年度事業実績

基本目標
主要課題
主要施策

116 障害者生活支
援センターの
充実

No 具体的事業

115 障害者地域活
動支援センタ
ー事業

　
　障害者やその家族の地域にお
ける生活を支援し，もって在宅
の障害者の自立と社会参加の促
進を図るため，障害者生活支援
事業を委託する。

電話及び来所等による相談件数
　5,498件

評価　Ｂ 障害福祉サービス等の利用援助業務
社会資源を活用するための紹介業務
社会生活力を高めるための訓練プロ
グラムの実施業務
ピアカウンセリングの実施業務
障害者を社会的に支援していくため
の関係機関の連携推進業務
障害者のケアマネジメント業務
障害者虐待防止センター業務
水戸市障害者生活支援センターの管
理及び運営に関すること

補装具，日常
生活用具の給
付の充実

な補装具の購入等に係る費用の
一部を公費で負担する。
・日常生活用具の給付
自力で日常生活を営むことの困難な重度の身体障害者（児）・難病患者に対して日常生活を容易に
するために，必要に応じて日常生活用具の給付を行う。

障害福祉課

117 障害者の居住
環境の充実

・住宅改造費の助成
重度の身体障害者の日常生活の
利便を図るため，住宅整備のた
めの助成を行う。

住宅改造件数　５件 評価　Ａ
　前年度より住宅改造費の
助成件数が増加した。

・住宅改造費の助成

障害福祉課

補装具費の支給
日常生活用具の給付

障害福祉課

118

- 68 - ※進捗状況 Ａ:進捗した Ｂ:現状維持 Ｃ:進捗しなかった(後退，縮小等) Ｄ:事業終了



Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
６ 障害者の日常生活の支援

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画 担当課事業の進捗状況事業の概要 平成24年度事業実績

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業

1,986

1,645

1,567,366

1,764,300

12,631

16,158

119 手話通訳者・
要約筆記者の
派遣

　
　聴覚障害者，中途失聴者，難
聴者の家庭生活，社会生活にお
けるコミュニケーションを円滑
に行うため，手話通訳者及び要
約筆記者の派遣を行う。

手話通訳者派遣人数　 344人
要約筆記者派遣人数　　39人

評価　Ａ
　前年度より手話通訳者の
派遣人数が増加した。

手話通訳者・要約筆記者の派遣

障害福祉課

評価　Ｂ 居宅介護事業の実施
生活介護事業の実施

障害福祉課

120 居宅介護等・
生活介護事業
の充実

・居宅介護事業
　障害者等の家庭を訪問して、
家事や介護、外出時の付添い等
のサービスを提供することによ
り、自立と地域生活を支援す
る。
　（１） 生活介護事業
　常に介護を必要とする人に、
入浴、排泄、食事の介護等を行
うとともに、創作的活動又は生
産活動の機会を提供する。

居宅介護　延利用人数 2,920人
生活介護　延利用人数 7,606人

121 療育相談の
充実

　心身に発達の遅れやつまずき
があると思われる児童とその保
護者からの相談に応じ，療育の
必要があると判断された場合，
親子通所により療育指導を行
う。

電話相談件数　127件
面接相談件数　90件

親子通所による療育活動参加人数　延
べ　1,458人
個別言語指導参加人数　述べ　359人

評価　Ｂ
・面談件数や通所による療
育活動参加件数は，その都
度情勢が変化するため，件
数増加をもって良評価とし
てはいない。
・開所日は常時，相談等を
受け付けられる体制が整備
されているため，現状維持
と判断した。
・相談又は通所終了後に別
機関への移行がより円滑に
行われるようにするための
人材育成等が課題。

電話相談，面接相談の実施
親子通所による療育指導の実施
　（空調設備改修工事）

障害福祉課
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Ⅲ 地域における男女平等参画
２ 自立を支える福祉の充実
６ 障害者の日常生活の支援

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

平成25年度事業計画 担当課事業の進捗状況事業の概要 平成24年度事業実績

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業

225,485

235,200

（民間保育所
のみ）
　　 2,695

（民間保育所
のみ）
　   5,772

（公立保育所
のみ）
　　　　36

（公立保育所
のみ）
        42

(29,529)

(31,658)

(2,725)

(4,062)

122 障害児通所支
援事業の充実

　
　障害のある児童に対して，日
常生活における基本動作の指
導，集団生活への適応訓練を行
う。
　生活能力の向上のために必要
な訓練,社会との交流の促進を
図る。
　障害児以外の児童との集団生
活への適応のための専門的な支
援を図る。

児童発達支援　　　　     633件
放課後等デイサービス 　1,752件
保育所等訪問支援　　      15件

評価　Ａ
　入所している障害児の人
数が増加したため

　平成24年度と同様

幼児教育課

評価　Ｂ 障害児通所支援事業の実施

障害福祉課

123 障害児保育の
実施

　
　集団保育が可能で，かつ，
日々通所できる中程度までの障
害を持つ児童の保育を行う。

　公立保育所13箇所に70人入所，民間
保育所9箇所に33人入園（H24.9現
在）。
　合わせて103人入所

125 障害者雇用の
促進（再掲）

（再掲116）

124 障害児保育士
研修の充実

　
　保育所における障害児保育の
実践に必要な専門的な知識及び
技術に関する研修を行い，保育
の専門職としての保育士の専門
性の向上を図る。

日本保育協会主催　保育所障害児保育
担当者研修会　１人参加
茨城県教育委員会主催　保育技術協議
会　１人参加

126 障害者団体の
育成，スポー
ツ，レクリエ
ーション活動
の振興(再掲)

（再掲53）

障害福祉課

評価　Ｂ 　平成24年度と同様

幼児教育課

障害福祉課
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Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
１ 性と生殖に関する健康と権利の確立

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

(256)

(193)

―

―

(300)

(300)

  妊婦の健康診査を実施するこ
とにより，異常を早期に発見
し，適切な治療や保健指導を行
う。対象：妊婦
○妊婦一般健康診査
・実施方法：医療機関委託

・妊婦一般健康診査：
　　受診者　延　29,691人
・妊婦歯科健診：受診者　335人
　　　　　　　　回数　17回

評価　Ａ
　妊婦歯科健診を新たに開
始した。 215,874

222,642

　健診費用14回分を公費負担
・内容：問診，保健指導，定期検査（尿検査，血圧，子宮底長，腹囲，浮腫，体重，身長），血液
型検査（ABO式，RH式，不規則抗体），貧血検査（血色素），血糖検査，HBs抗原検査，HCV抗体検
査，梅毒血清反応検査，風疹ウイルス抗体検査，HIV抗体検査，子宮頸がん検査（細胞診），超音波
検査，B群溶血性連鎖レンサ球菌検査，HTLV-1抗体検査，クラミジア核酸同定検査
○妊婦歯科健診
・実施方法：集団
・内容：歯科健康診査

　前年度同様

保健
センター

130 妊産婦の健康
診査の実施

男女平等
参画課

129 思春期の性に
関する相談と
学習機会の充
実（再掲）

（再掲83）
保健

センター

基本目標
主要課題
主要施策

128 性と生殖に関
する権利の啓
発

No 具体的事業

127 性と生殖に関
する健康の啓
発（再掲）

担当課

保健
センター

　
  女性には妊娠･出産などを通
した男性とは異なる健康上の課
題があるため，性と生殖に関す
る健康と権利の考え方に対する
理解を促し，社会に広く定着す
るよう各種啓発活動を行う。

評価　Ｃ
　
 啓発講座を企画する。

平成24年度事業実績 事業の進捗状況事業の概要

（再掲3）

平成25年度事業計画

実績なし
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Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
１ 性と生殖に関する健康と権利の確立

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 担当課平成24年度事業実績 事業の進捗状況事業の概要 平成25年度事業計画

93,513

88,562

○妊産婦相談
　妊娠生活を安心して過ごし，
出産・育児の不安を解消するた
めに，保健師が妊娠届や出生届
時等に相談を実施する。

○妊産婦相談
  回数 246回　相談者数 3,290人
○出産前後小児保健指導
　利用者数 ０件

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

―

31

(162)

(228)

―

―

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

保健
センター

134 働く女性の母
性健康管理の
啓発

　妊娠中及び出産後の女性労働
者が休暇をとりやすくするため
の「母性健康管理指導事項連絡
カード」を配布する。(茨城労
働局雇用均等室作成)

母子健康手帳交付時に配布

保健
センター

133 性感染症に対
する正しい知
識の普及（再
掲）

（再掲20）
保健

センター

132 妊産婦保健指
導の実施

・対象　妊産婦
・場所　三の丸臨時庁舎，保健センター，常澄保健センター，内原保健センター
・相談日　毎日
○ 出産前後小児保健指導
 育児不安の強い妊産婦とその家族に，妊娠中から産後1か月までに，産婦人科医の紹介で小児科医
が保健指導を実施する。
・対象　育児不安の強い妊産婦とその夫(家族)
・実施方法　医療機関委託

　前年度同様

131 妊産婦医療費
の支給

　
　健康保険に加入している妊産
婦に対して，医療費の一部を助
成する。

平成24年度平均受給者数
　　妊産婦　1,323人

評価　Ａ
　転入者等へ制度の周知・
啓発を市民課窓口へ協力の
依頼をした。

平成25年度平均受給者数見込み
　　　妊産婦　1,310人

国保年金課
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Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
２ 子どもの健全育成の促進

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

29,407

31,873

181,917

187,616

事業の進捗状況

保健
センター

評価　Ａ
　２歳児歯科健康診査を新
たに開始した。

平成25年度事業計画 担当課

　前年度同様
　
  乳幼児の順調な発育発達を確
認し，疾病の早期発見により，
心身の健全な発達を促すととも
に，育児相談に応じて親の育児
不安の解消に努める。
また,精密検査の必要な児につ
いては県立こども病院等専門機
関との連携を図り,疾病の早期
発見及び治療に向けて適切な指
導を行う。
○乳児健康診査
・対象　3～6か月児及び9～11
か月児
・実施方法　医療機関委託
○集団健康診査
・対象　7か月児，1歳6か月
児，2歳児，3歳児
・会場　保健センター，常澄保
健センター，内原保健センター

○乳児健康診査
　３～６か月児健診
　　受診者：2,200人
　９～11か月児
　　受診者：1,913人
○集団健康診査
　７か月児健康診査
　　回数：30回　受診者：2,206人
　１歳６か月児健康診査
　　回数：38回　受診者：2,287人
　２歳児歯科健康診査
　　回数：24回　受信者：1,326人
　３歳児健康診査
　　回数：35回　受診者：1,796人
　※県立こども病院への紹介数：17件

事業の概要 平成24年度事業実績

基本目標
主要課題
主要施策

136 小児科救急医
療の推進

No 具体的事業

135 乳幼児健康診
査の実施

　休日，平日夜間小児科緊急診
療体制の充実

患者数　9,512 人
　　内訳　休日昼間　3,916人
　　　　　休日夜間　2,726人
　　　　　平日夜間　2,870人
　※お盆期間の平日において２日間の
診療を新たに実施した。

評価　Ｂ 見込患者数　8,891人
　内訳　休日昼間　3,502人
　　　　休日夜間　2,500人
　　　　平日夜間　2,889人

保健
センター

- 73 - ※進捗状況 Ａ:進捗した Ｂ:現状維持 Ｃ:進捗しなかった(後退，縮小等) Ｄ:事業終了



Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
２ 子どもの健全育成の促進

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課事業の概要 平成24年度事業実績

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業

（事業番号135
に含む）

（事業番号135
に含む）

345,083

433,334

137 県立こども病
院等関係機関
との連携の充
実

　乳幼児の順調な発育発達を確
認し，疾病の早期発見により，
心身の健全な発達を促すととも
に，育児相談に応じて親の育児
不安の解消に努める。
　また，精密検査の必要な児に
ついては県立こども病院等専門
機関との連携を図り，疾病の早
期発見及び治療に向けて適切な
指導を行う。

県立こども病院等へ紹介数：17件

138 乳幼児医療費
の支給

　健康保険に加入している小学
6年生までの小児に対して，医
療費の一部を助成する。

平成24年度平均受給者数
　乳児　　1,676人
　幼児　 12,080人
　小児（７歳以上 小学３年生まで）
　　　　　3,412人
　小児（小学４年生以上６年生まで）
　　　　　3,785人
　小学生　計　7,197人

評価　Ａ
　転入者等への制度の周
知・啓発を市民課窓口への
協力を依頼した。

平成25年度平均受給者数見込み
　乳児　　 1,930人
　幼児　　10,550人
　小学生　 7,540人
　中学生（10月以降拡大分）
　　　　　 3,450人

国保年金課

評価　Ｂ 　前年度同様

保健
センター
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Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
３ 成人保健の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

健康診査の実
施と事後指導
の推進

　生活習慣病予防対策の一環と
して，疾患の疑いのある者又は
メタボリックシンドローム予備
軍の者の早期発見を目的に，各
種健康診査等を実施する。さら
に，健康診査等の結果，保健指
導の必要な者に対して，栄養や
運動など健康管理に関する正し
い知識と，生涯にわたって実践
できる健康な生活習慣の動機付
けを図り，対策の推進に努め
る。

骨粗しょう症検診:1159人
リフレッシュ健康診査：1592人
子宮がん検診：5291人
乳がん検診：4564人
健康診査：145人
胃がん検診：6776人
肺がん検診：15455人
大腸がん検診：12558人
肝炎ウイルス検診：1520人
前立腺がん検診：4091人

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

212,812

　前年度同様

218,666

○健康診査の実施
・健診方法及び場所
　集団健康診査：保健センター・各市民センター
　医療機関健康診査：委託医療機関
・対象
　骨粗しょう症検診：18歳以上の女性
　リフレッシュ健康診査：18～39歳
　子宮がん検診：20歳以上女性
　乳がん検診：30歳以上女性
　健康診査：40歳以上（健康増進法に基づく）
　胃･肺･大腸がん検診：40歳以上
　肝炎ウイルス検診：40歳の方及び平成14年度～平成24年度の未受診者
　前立腺がん検診：50歳以上の男性
　腹部超音波検診：50～69歳
○ 事後指導の実施
・対象　健康診査及びリフレッシュ健康診査受診者のうち要指導者
・場所　各保健センターにおいて成人健康相談にあわせて実施

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課

保健
センター

139

- 75 - ※進捗状況 Ａ:進捗した Ｂ:現状維持 Ｃ:進捗しなかった(後退，縮小等) Ｄ:事業終了



Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
３ 成人保健の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課

68,325

106,392

737

1,059

（事業番号140
に含む）

（事業番号140
に含む）

国保年金課

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

保健
センター

141 個別健康教育
の推進

　個人の生活習慣等を具体的に
把握しながら，継続的に健康教
育を行い，生活習慣行動の改善
を支援するなど生活習慣病予防
対策の推進に努める。

喫煙者個別教育：17回

各種健康教室
の開催

　生活習慣病の予防及び介護予
防の観点から，健康に関する正
しい知識の普及や適切な指導・
支援を行い，自らの健康の保
持・増進が図れるよう開催す
る。
○ 腎臓病予防教室
○ 生活習慣病予防教室
○ 歯周病予防教室
○ がん予防教室など

・腎臓病予防教室　　　　 １回
・生活習慣病予防教室　 　25回
・歯周病予防教室　　　　 ２回
・検診時がん予防教育　 　82回
・健診時メタボ予防教育 　53回
・肝炎予防教育　　　　   78回

保健
センター

　前年度同様評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

140

139 健康診査の実
施と事後指導
の推進

  医療保険者が行う特定健康診
査・特定保健指導については，
４０歳以上７５歳
未満の国民健康保険加入者を対
象に，生活習慣病予防のための
特定健康診査を実施し，その結
果により生活習慣の改善が必要
な方には特定保健指導を実施し
ます。

特定健診
　Ｈ24　法定報告数
　　受診者数　10,734人
　　受診率　22.3％

評価　Ｂ
　平成20年度に第1期特定
健康診査等実施計画を策定
し，平成24年度の目標受診
率を60％とした。平成24年
度に第1期特定健康診査等
実施計画を見直すため，保
健センター未受診者対策に
ついて話し合った。平成25
年度も保健センターと未受
診者対策について話し合い
更なる受診率向上に努め
る。

平成25年度　受診者数　（予算）
　　　　14,400件
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Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
３ 成人保健の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課

成人健康相談　341回
保健相談　　　380件

199

96

211

363

（事業番号139
に含む）

（事業番号139
に含む）

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

保健
センター

144 骨粗しょう症
検診事業の実
施

　寝たきりの原因として骨折が
多いため，若い年代から骨密度
検査を行い健康管理を行う必要
がある。
　このため18歳以上の女性を対
象に骨粗しょう症検診を実施す
る。
・場所：保健センター，常澄保
健センター，内原保健センター

・受診者数　1,159人 評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

保健
センター

143 訪問指導の実
施

　健康診査等の結果から保健指
導が必要な方や介護予防の観点
から支援が必要な方及び精神障
害者で必要と認められる方へ訪
問を行い，健康上の問題を総合
的に把握し，必要な指導を行い
心身機能の低下防止と健康の保
持増進を図る。

・訪問人数　743人

142 成人健康相談
の充実

　心身の健康に関する個別の相
談に応じ必要な助言を行い，生
活習慣病等の予防に努める。
○成人健康相談
・場所及び相談日
　保健センター　毎週金曜日
　常澄保健センター
　　第2・第4火曜日
　内原保健センター
　　第1・第3水曜日
○ 保健相談
・場所及び相談日
　保健センター　毎日
・ 実施方法
　専用電話で相談

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

保健
センター
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Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
３ 成人保健の充実

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

基本目標
主要課題
主要施策

No 具体的事業 事業の概要 平成24年度事業実績 事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課

（事業番号
139，141に含

む）

（事業番号
139，141に含

む）

―

―

評価　Ａ
　市施設の全面禁煙又は完
全分煙の措置については，
前年度に引き続き，ほぼ全
ての施設において講じられ
ている。
　平成22年２月に厚生労働
省から，受動喫煙防止対策
について，さらに踏み込ん
だ対応を求める通知が出さ
れたことにより，分煙化さ
れた施設の建物内全面禁煙
化に向けた検討を進めるこ
とが課題である。

　平成22年２月の厚生労働省通知
に基づく全施設の建物内禁煙に向
け，本庁舎等の改修や建替えの検
討の時期に合わせて，補助機関で
あるさわやか執務環境整備推進本
部において検討を進める。

総務法制課

評価　Ｄ

保健
センター

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

　前年度同様

保健
センター

147 公共施設内の
禁煙（分煙）
の推進

　平成15年５月１日の健康増進
法の施行により，事務所その他
の多数の者が利用する施設を管
理する者に対し，受動喫煙防止
対策を講じることが努力義務化
されたことから，「市施設にお
ける受動喫煙防止対策に関する
指針」を定め，施設ごとに全面
禁煙又は完全分煙を進める。

　受動喫煙防止対策の徹底を図るた
め，来庁者や職員に対する啓発を行っ
た。

　敷地内禁煙　 85施設（39.91％）
　建物内禁煙　117施設（54.93％）
　完全分煙　　 11施設（ 5.16％）

146 肺がんの正し
い知識の普及
啓発

　肺がんは，男女とも40代から
微増し，50代からは特に男性の
増加が顕著である。喫煙の肺が
ん発生に対する寄与率は高いた
め，一次予防として喫煙等の指
導及び肺がんに関する正しい知
識等の啓発普及はきわめて重要
である。検診や肺がん予防教育
などを通して，喫煙についての
教育・指導を推進する。

喫煙者個別健康教育　　17回
肺がん検診受診者
　（胸部エックス線検査）　15,455人
　（喀痰検査）　235人

145 歯科健康診査
の実施

　歯と口腔の健康を脅かす要因
として虫歯や歯周病がある。生
涯を通じて健全な咀嚼能力を維
持するために，歯周疾患検診を
実施し，歯の喪失を予防する。
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Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
４ 地域における健康づくりの推進

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

21,103

17,133

1,816

1,851

2,159

2,206

　的確で効果的な保健指導が行
えるよう，各種健康診査データ
の蓄積と活用方法等，健康情報
管理システムの拡充を図る。

　各種健康診査のデータ蓄積により，
水戸市の受診状況の把握や受診勧奨及
び健診結果による保健指導に活用して
いる。

評価　Ｂ

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

 保健推進員309名で活動

保健
センター

基本目標
主要課題
主要施策

　前年度同様

保健
センター

148 健康情報管理
システムの拡
充

149 保健推進員活
動の充実

　市民と保健行政のパイプ役と
して，健康に関する相談や健康
診査等への受診勧奨等を行い，
地域住民の健康づくりのために
活動する。

保健推進員数　302名

150 栄養改善事
業・食生活改
善推進員活動
の充実

　子どもから高齢者まで食生活
を通して健康づくりを推進する
ため，食事診断や食事相談及び
料理教室などを実施し，地域に
密着した食生活改善の普及を図
る。

○食生活改善推進員活動
・食生活改善推進員　311人
○栄養改善事業
・おやつの試食　35回
・料理教室(中高生対象)・学校授業補
助　2回

評価　Ｂ
　前年度と同様の事業を実
施した。

食生活改善推進員　295人
栄養改善事業
　・中学・高校生対象料理教室
　・学校授業補助の実施

保健
センター

事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課No 具体的事業 事業の概要 平成24年度事業実績
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Ⅲ 地域における男女平等参画
３ 生涯にわたる健康支援
４ 地域における健康づくりの推進

平成24年度
決算額(千円)

平成25年度
予算額(千円)

基本目標
主要課題
主要施策

事業の進捗状況 平成25年度事業計画 担当課No 具体的事業 事業の概要 平成24年度事業実績

342

661

151 安全・安心な
農産物を提供
する地産地消
運動の推進

　
　学校給食における地域農産物
の利用促進により，農産物関連
産業の振興，地域経済の活性
化，及び食育の推進を図る。

（１）地場農産物を活用した学校給食
の実施。
内容：市立小・中学生を対象に，地場
農産物を用い，地域の特色・文化など
を生かした親善都市間の学校給食を実
施。
実施校：水戸市立小・中学校全49校，
約23,000人
実施日程：
　彦根市郷土料理 11月1日～11月30日
　水戸市郷土料理 1月15日～1月29日
活用農畜産物：水戸市とその近郊
（２）市内飲食店等において地場農産
物を活用した料理等の提供
内容：水戸市とその隣接市町村産の農
産物を用いて料理を提供する店舗の募
集とPR
対象：水戸市内に店舗のある飲食店・
惣菜店等
PR飲食店：24店舗

評価　Ａ
　地場農産物を活用した学
校給食については，ふるさ
と雇用再生特別基金事業を
用いて，農産物の定期的な
配送を23年度に16校で実施
した。24年度になり，市立
全小・中学校50校で郷土料
理の地産地消給食の一斉実
施を2回行った。
　また，地場農産物の消費
拡大を図るため，飲食店に
おいて地場農産物の活用を
呼びかけ，24店舗で地産地
消の料理の提供が行われて
いる。

（１）市立全小・中学校における
地場農産物を利用した親善都市間
の学校給食の実施と，啓発資料の
作成。
（２）市内飲食店等において地場
農産物を活用した料理等の提供。

農業技術
センター
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